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BS本部のミッションは、大企業
の顧客を中心にソリューション・
サービスを提供し、社会・産業の
DXを推進すること。金融、公共、
製造、流通サービス、ITサービスと
いった業界別営業の 5つのビジネス
ソリューション部と、エンジニアリ
ングを支えるソリューションサービ
ス部、新しいビジネスを創出するス
マートワールドビジネス部、日系企
業のグローバル展開を支援するグ
ローバルビジネス部、戦略策定を行
う事業推進部で構成される。さらに、

北海道、東北、東海、北陸、関西、
中国、四国、九州の 8支社にも BS

本部と連携するメンバーを置き、地
域でのビジネスもカバーする。
これまで接点のある顧客には、

ICT収益基盤の維持・拡大に加えて、
顧客の事業部（Line of Business）
へのアプローチを強化し、事業拡大
に向けた共創ビジネスを提案する。
一方、充分にリーチできていない顧
客には NTTドコモのモバイルと、
NTT Com が持つクラウドのソ
リューションのクロスセルや新規の
案件開拓を推進する。 BS本部の成長ドライバーのひと

つが、BBXビジネスである。これは、
NTT Com（B）と顧客・パートナー
企業（センター B）との共創やサー
ビス・ソリューション提供によって、
エンド顧客（X）に新たな価値を提
供するモデルである。

BBXのベースとなるのが、デー
タ収集・蓄積・分析の機能を実装す
る Smart Data Platformとデータ利
活用サービス・ソリューション、こ
れに 5Gや IoTほかデバイスも含め
たモバイルソリューションが新たに
加わる。業界・産業別の Smart Data 

Platform（SDPF for X）の上で展開
するのが、教育、医療・ヘルスケア、

新ドコモグループにおいて法人事業の中心的存在となったNTTコミュニケーションズ（以下、NTT Com）。2025 年度に
売上高 2兆円以上を目指す同社のなかで大企業の顧客に対してのソリューション・サービス提供を担うのがビジネスソ
リューション本部（以下、BS本部）だ。新たな組織によるシナジー創出や新事業領域を加えた成長戦略を紹介する。

2 ビジネスソリューション本部の戦略

新たな体制によって、顧客の
課題解決をワンストップ支援
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図 1　ビジネスソリューション本部の組織図

BBX共創によるデータ利活用
モデルで新たな価値を提供
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都市、モビリティ、自然・エネルギー
など、社会課題をデジタルで解決す
るソリューションを展開していく
「コンセプトドライブ BBX」である。
加えて、これまでの法人ビジネスで
信頼関係を築いてきた顧客との対話・
共創により、顧客の課題解決を行う
「顧客起点ドライブBBX」を展開する。
これは、顧客が属する業界・産業の
バリューチェーンやサプライチェーンを
横断した課題解決も標榜している。

BBX のポイントは顧客やパート
ナーとのコラボレーションにある。
そこで、2021 年 10 月には事業共
創 プ ロ グ ラ ム「OPEN HUB for 

Smart World」を開始し、2022 年
2 月には本社・大手町プレイス内に
「OPEN HUB Park」というワークプ
レイスを開設した。ここでは、各種
新ソリューションのコンセプト展示
に加え、リモートで体験できるテク
ノロジーもあり、事業共創の議論を
活発化させる場として機能する。
このほか、オウンドメディア「OPEN 

HUB Journal」 を 通じて、Smart 

Worldの実現に向けたリサーチやプ
ロジェクトレポートの情報発信を強
化している。

OPEN HUB for Smart Worldはこち
らから　https://openhub.ntt.com/

BS本部では大企業を中心として、
以前より構築してきた NTT　Com

と NTTドコモ双方の顧客基盤に対
してクロスセルに取り組む。
日系企業のグローバル展開を支援
する機能もある。NTTドコモのソ
リューションや人材を得たことで、
スマートワールドに 5Gや IoTを加
えた日本発のグローバルソリュー
ション展開の加速が期待される。
2022年 7月にスマートワールド
ビジネス部に新たに発足した Smart 

Construction推進室は、NTT Com

が 資 本 参 加 す る 株 式 会 社
EARTHBRAINと協業を進め、建設
現場の建設機械の動きを 5G通信で
捉え、デジタルツインによる設計・
施工の最適化を目指す次世代スマー
トコントラクション事業の海外展開
を推進する。

自らの営業活動にもデジタルを活
用している。顧客や人材、業務デー
タを蓄積・分析し、提案力の強化と
バックオフィスの生産性向上を目指

す。個々の営業担当の活動を集合知
に変えて分析・予測していくことで、
速やかに次の一手を実行する。既存
顧客の通信サービス利用状況などの
分析から最適な提案を実施するなど、
カスタマーサクセスを展開していく。
バックオフィスには、トヨタ生産
方式（TPS）によるカイゼンメソッ
ドを採用し、各種業務の標準化、時
間短縮などで効率化、品質向上に努
めている。
人材育成については、顧客・パー
トナー企業との BBX共創ビジネス拡
大と社内DXによる既存ビジネスの
効率化・省人化を両輪で推進するた
めのDX人材育成プログラムと社内
認定制度（Catalyst認定）を立ち上げ、
強化している。推奨する研修受講や
資格取得に加えて、BBX案件へのプ
ロジェクト参画や社外への情報発信
など実践・実績に基づく認定で、お
客さまやパートナーとの Catalyst（触
媒）となり社外から認められるプロ
フェッショナルを目指す。エントリー
レベルから 4段階で認定を行う
Catalyst、2023年度末には BS本部
社員の 50%の認定を目標に掲げる。
（2021年度末は 30%）

BS本部はこれまで、大企業の顧
客に寄り添い、継続的かつ安定的に
ソリューション・サービスを提供し
てきた実績と信頼がある。新ドコモ
グループの有形無形のアセット（人
材、技術、組織力、顧客基盤、ブラ
ンド等）をフル活用し、カスタマー
ファーストで顧客・パートナー企業
と共に社会・産業の DXをさらに推
進していく。
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